
一般会計を

平成26年度の一般会計の歳入・
歳出予算の総額は、20 6億
3,980万円で、前年度と比較して
3億530万円（1.5％）の減と
なっています。また、特別会計と
企業会計を加えた総額は327億
3,204万円で、前年度と比較して
1億2,294万円（0.4％）の増と
なっています。

未来へつなぐ創意予算

、は算予の市 。すまきで類分に計会のつ3

平成26年度平成26年度

予算予算の
あらまし

予　算
総額 327億3,204万円

（前年度比0.4％増）

一 般 会 計
206億3,980万円
（前年度比1.5％減）

特 別 会 計
81億2,240万円
（前年度比6.8％増）

企 業 会 計
39億6,984万円
（前年度比2.3％減）

４つの特別会計

　特別会計とは、特定の目的のための会
計で、特定の収入があり、一般会計と区
別して収入・支出を経理する会計です。

❶国民健康保険事業
47億3,660万円（前年度比2.2％増）
保険税や国費を主な財源として、加入者の
方が安心して医療が受けられるよう保険給
付などを行うことを目的とした事業です。

❷後期高齢者医療事業
8億6,090万円（前年度比7.3％増）
75歳以上の加入者の方が、安心して医療が
受けられるよう保険給付などを行うことを目
的とした事業です。

❸農業集落排水事業
8億5,330万円（前年度比37.3％増）
施設使用料などで、農業集落排水施設の建
設や維持管理を目的とした事業です。

下水道使用料などで、下水道の建設や維持
管理を目的とした事業です。

❹公共下水道事業
16億7,160万円（前年度比8.4％増）

３つの企業会計

　企業会計とは、民間企業と同じよう
に事業収入によって運営する会計です。

❶水道事業
18億3,380万円（前年度比7.0％増）
水道料金などで、水道の建設や維持管理を
目的とした事業です。

❷工業用水道事業
1億2,484万円（前年度比2.1％増）
水道料金で、工業用水道の建設や維持管理
を目的とした事業です。

❸病院事業
20億1,120万円（前年度比5.1％減）
医療センターを運営することを目的とした事
業です。
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一般会計とは、福祉や防災、道路、教育など市役所の基本的な仕事に関す
る収入と支出を管理する会計です。

204億250万円204億250万円総額
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国庫支出金 20億4,778万円
国からの補助金など

地方交付税 17億2,100万円
財政力に応じて国から交付されるお金

市債 16億970万円
公共事業の財源とするために借りる
お金など

県支出金 10億1,407万円
県からの補助金など

地方消費税交付金 8億7,300万円
消費税のうち、地方分として市に配分され
るお金

その他 4億3,600万円
地方譲与税など

出　歳入　歳

自主
財源
62.3%

依存
財源
37.7%

市税 100億9,300万円
市民税や固定資産税など

繰入金 15億872万円
貯金（基金）の取り崩し

諸収入 3億4,349万円
雑収入など

繰越金 5,000万円
前年度からの繰越金

その他 7億574万円
保育料や使用料など

＊ 自主財源
市が自主的に収入できる財源

＊ 依存財源
国や県から定められた額を交付され
たり、割り当てられたりする収入

教育費 21億1,716万円

借りたお金（市債）の返済に

学校教育、生涯学習、図書館、博物館などに

消防費 9億1,805万円
消防や火災予防などに

農林水産業費 7億1,632万円
農業、林業の振興などに

商工費 3億3,725万円
商工業などに

議会費 2億8,437万円
議会運営などに

その他 2億1,235万円
基金積立金などに

民生費 61億4,406万円
障がい者や高齢者の福祉サービス、子育
て支援、保育所、生活保護などに

衛生費 26億3,646万円
健康増進、疾病予防、環境保全、ごみ処理
などに

土木費 24億245万円
道路、河川、公園などの整備に

総務費 23億6,777万円
庁舎や財産の維持管理、税金の徴収、戸籍
管理、選挙、統計などに

公債費 22億6,626万円

大解剖大解剖
一般会計を
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平成27年度一般会計予算

250万円204億
　平成27年度予算は、本市の持続的成長と市民の暮らしの質（ＱＯＬ）の向上を目指し、
第１次亀山市総合計画の後期基本計画を着実に推進するとともに、限られた財源を有効
かつ適切に活用し、歳入に見合った歳出の実現に向け、歳入の確保と歳出の削減に取り組
む予算編成としました。

　平成27年度に取り組む主な事業として、まちの魅力や価値を高めるための亀山駅周辺
市街地再開発推進計画策定事業や、子ども・子育て支援事業計画の推進を図る事業を進め
るとともに、教育環境の整備として中部中学校クラブハウス建設事業などを実施してい
きます。また、関宿重伝建30周年記念事業として、20年に一度となる関宿東の追分の鳥
居建替えを行うとともに、在宅医療連携システム「かめやまホームケアネット」の本格実
施など地域包括ケアシステムの構築に取り組みます。

「新しい自治のしくみづくり」、「教育・子ども
支援施策」の推進を重点とした予算を編成

予　　算 一般会計　 総額204億250万円（前年度比1.1％減）

特別会計　 総額65億5,220万円（前年度比19.3％減）

企業会計　 総額63億30万円（前年度比58.7％増）

特別会計は、特定の目的のための会計で、特定の収入があり、
一般会計と区別して収入・支出を経理する会計です。

企業会計は、民間企業と同じように事業収入によって運営する会計です。

※公共下水道事業は平成27年度より、特別会計から企業会計へ移行

①国民健康保険事業　52億540万円（前年度比9.9％増）
①水道事業
　17億7,730万円（前年度比3.1％減)

③農業集落排水事業　4億8,450万円（前年度比43.2％減）
②後期高齢者医療事業　8億6,230万円（前年度比0.2％増） ④公共下水道事業　

　23億6,070万円（前年度比41.2％増）

○全体の予算額と一般会計予算額の推移
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一般会計予算額

全体の予算額

③病院事業
　20億7,320万円（前年度比3.1％増）

②工業用水道事業
　8,910万円（前年度比28.6％減）

332億5,500万円
（前年度比1.6％増）

総額

231億2,060万円

336億4,057万円

207億396万円

298億4,991万円

208億9,500万円

318億656万円

198億8,500万円

316億7,056万円

211億7,880万円

332億7,971万円

209億4,510万円

326億910万円

206億3,980万円

327億3,204万円

204億250万円

332億5,500万円


